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資料１

今年度の市の取組について
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令和7年度デジタル関連の市の取組(１／2)
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令和7年度デジタル関連の市の取組(2／2)



＜参考資料＞自動運転EVバス
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実証期間 令和7年11月20日（木）～12月19日（金）



＜参考資料＞訪問型スマホ教室（山口県と連携）
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実施期間 令和7年11月4日（火）から12月26日（金）

場 所 受講者の自宅または受講者が指定する場所

対 象 周南市内に在住の方

内 容 スマートフォンの操作方法等の説明や、
受講者からの質問に説明員が答える。
１講座６０分
スタッフ1～2名によるサポート

参 加 者 12組21名



資料2

周南スマートシティデザインラボについて
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住民 企業 団体 学生行政
徳山
高専

課題設定 解決策

解決

参画する

周公大

興味
がある

住民、企業、学生、行政等の課題解決に向けた活動

支援する

技術
がある

賛同する

アイデア
がある

解決策の検討 具体化（プロトタイプ） フィードバック 解決策のブラッシュアップ

活 動
and more ...

困りごと

ニーズ

活 動 活 動 活 動

想定される変化
小さくて細かい課題から分野をまたぐ複雑な課題までアプローチ可能になる
課題により適した解決策が得られやすくなる
活動を通して、新しいコミュニティやネットワークが構築される
成功体験を積むことにより、行動変容が起き、自ら考え行動する人が増える
まちづくりに参画することで、まちへの愛着等の醸成につながる

これまでのアプローチ
小さくて細かい課題が置き去り
個別最適にとどまり不十分な解決

になる

この仕組みが目指す姿は、継続的な課題解決に取り組むためのプラットフォーム
課題を持つ人、アイデアを持つ人、技術を持つ人、動ける人、お金を出せる人などの多様な主体が
オープンな場に集まり、利用者目線で全体を俯瞰しながら課題解決を図るプラットフォーム

周南スマートシティデザインラボが目指す姿
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第13回協議会資料



集中的に伴走支援・サポートを受けられる体制を構築して、１年間で課題解決までの一連のサイクルを
まわして、令和８年度以降に社会実装が狙える解像度まで解決策をブラッシュアップする。

行政住民 企業 団体 学生
など...

教員

社会実装
（R8以降）

周南スマートシティデザインラボ

情報共有ツール

課題
（テーマ）

解決策

○情報共有ツールの
提供

重点的な伴走支援・サポート

より具体的な解決策まで練り上げることで、実効性を高める

■活動状況の共有 ■意見交換 ■活動への支援・参加

効
果
を
実
感

○テーマの選定

解決
課題の共有

・
本質的課題

の探求

問題提起
・

アイデア
出し

解決策の
ﾌﾟﾛﾄﾀｲﾋﾟﾝｸﾞ

・
中間発表

解決策の
ﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟ

最終発表

徳山
高専

周南市

三者（市・大学・高専）が
協力・連携して運営

○活動支援のための
ツールの提供

○サポート

活動への積極的な参画

（市）行政職員
（大学）教員・学生
（高専）教員・学生

○プロトタイピング支援

○プロトタイピング支援

周公大 ○サポート

○プログラムの企画・運営、専
門家による伴走支援・サポート

周南スマートシティデザインラボの実装（令和7年度）

業務委託

※検討中
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周南スマートシティデザインラボ 実施状況
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■開 催 日 令和7年9月16日（火）
■開催場所 周南市役所多目的室
■実施内容 中間発表

アイデアの振り返り

■開 催 日 令和7年12月11日（木）
■開催場所 周南市役所多目的室
■実施内容 チームワーク

周南スマートシティデザインラボ
Instagram

第3回プログラム

第4回プログラム



テーマ①：旧市長公舎の有効活用
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◆活動主体 周南公立大学 学生、事業者、市職員
◆概 要 旧市⾧公舎は平成31年4月に市⾧公舎としての行政用途を廃止しており、

普通財産として管理している。令和6年度より多くの方に旧市⾧公舎を知っていただき、
親しんでいただくために1日を午前、午後、夜間の時間帯で貸し付ける制度を整えた。
旧市⾧公舎を有効的に活用できる方法を検討したい。

1926年(大正15年)建築年

慶万町3-15 場所

木造平屋構造

273.3㎡床面積

1,685.21㎡敷地面積

旧市⾧公舎



大正建築物

■活用…年1，2回の見学会、希望者の見学受け入れ

■管理…清掃、草刈（年間約150万円）

市民に開かれた保存すべき建造物へ

歴史的建造物として保存

希少性 歴史の生き証人

存在感の低下、管理コストの増加

市民に親しまれる存在

活用方法に変化が必要

■公邸のみ（＋庭）

■1,500円/4時間

■商用OK

■利用件数・人数…49件 762名

■内容…結婚式・七五三写真、マルシェ、展示会、講座など

利用者のさらなる増加へ

旧市長公舎の現状
旧市⾧公舎
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問題の整理
旧市⾧公舎
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チラシを作成し、「行きたくなる」「ここがいいね」

と思うポイントを聞き取った。

対象：10代～60代の男女16名

A 主催者向け

B 客向け

プロトタイピング 旧市⾧公舎

実際に利用者として、手続きを体験。

不便なところを洗い出して、効率化をめざす。
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テーマ②：ウォーカブルで憩える徳山駅周辺
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◆活動主体 周南公立大学 学生、市職員
◆概 要 徳山駅周辺におけるウォーカブルなまちづくり（居心地が良く歩きたくなる空間形成）

を実現するための効果的な施策を展開したい。

ウォーカブル



＜課題＞
・親同士で地域や子育てのことで情報交換ができる場所が少ない。
・駅前の商店街は家族連れで利用できる店が少ない。
※誰がどのような商店街を求めているのかを確認するため、インタビューを行いター
ゲットを家族連れに絞った。

＜問題定義＞
どうすれば安心して気軽に情報交換できる場をつくれるか。

＜活動の方向性＞
・子供も楽しむことができ、かつ、親同士で情報交換ができる場の提供

課題と活動の方向性 ウォーカブル
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プロトタイピング
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ウォーカブル



テーマ③：公園の利活用促進

18

◆活動主体 周南公立大学 学生、事業者、市職員
◆概 要 公園の清掃・除草等の維持管理は、自治会や利用団体により結成された

公園愛護会をはじめとする地域の皆さまの協力を得て行われている。
しかしながら、少子高齢化や人口の減少、社会情勢の変化の影響もあり、公園の
環境保全に携わる担い手が減少しているとともに、利用されない公園が出てきている。

公園

・公園の特徴は他の公共施設と違って、目的が必要なく訪れることができる空間



どうすれば公園を使う心理的ハードルを取り除けるか？

どうすれば公園の魅力や使い方を知ってもらえるか？

アプローチ の視点

アイデア の視点

公園を「もう少し身近に」できないか

公園を「見える化」する

アイデア の具体化

…技術活用の検討

中間発表時のアイデア 公園

3DGS技術を使って公園のメタバース化

TOSOH PARK 永源山

徳山動物園（徳山公園）
アジアの熱帯雨林ゾーン

※作成はチーム外の人が行っています。
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〇課題の解決に寄与できるか

〇発展性・持続性があるか

〇かかるコストが過大でないか（そもそもの課題としてリソース不足もあり）

〇他に有効な技術がないか

〇自分たちで作成できるか（内製化できるか）、作成すること自体が面白いか

課題と活動の方向性 公園

目的がなくても訪れることができるみんなの空間・自由な空間
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プロトタイピング 公園
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最終発表会のご案内

日 時 令和８年２月１８日（水） １３時から１４時３０分まで（予定）
場 所 周南市役所 シビックプラットホーム 多目的室
内 容 各チームからプロセスと成果について発表

中間発表の様子（R7.9.16）



提案公募制度について
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企業等が積極的に地域に関与し、課題解決を迅速に進めるため、提案公
募制度を実施する。
＜狙い＞
 行政がもつまちづくりの視点と、企業等のノウハウ・技術等を組み合わ

せ、地域課題の解決を実現する。
 企業等が積極的に地域に関与しやすい環境を整備し、地域課題解決に

向け、スマートシティの取組を加速させる。

概要（第11回協議会資料要約）

方向性

多様な主体が課題解決を図るデザインラボにおいて、この考え方を取り入
れた仕組みの構築を検討する。


